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最新のiilli像診断法とその応ハリ
ー機器メーカーによる最新I情報～
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特集を企画するにあたって
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近年のllIli像診断法の発達はめざましいものが

あり、我々llhi像,諺lUr医にとって},ｉｔ新の技iilliや知,識

を常にj1tWrのものに保つには多人な鍔ﾉﾉが必典

とされます．また''１１i像診|ＩＩＴに限らず全てのiin域に

おいて、１，ｋ新の.lkiiliiは)ｊＩｌｉ人にまず)uiJ1llさ;'し，小

児へのlij111は後卜になることがほとんどです．さ

らに小ﾘ,l11111i像診Illi:医の多くは小岾ｌｉ>i院に/[緋し

ており．ノご糖などと出陵すると11&新の機器を扱っ

たり．jIiWfのIIfWlに常に触れることは離しい状》１１

にあります．

そこで今'''１は，ドI1i々のlIIli像診Ililr傾城におけるｆＭ

ｌ１ｌｉ点での1,ｔ新の.Iklilliを紹介するlけ!|&を企''１１iしまし

た．従>|その特雌では．先進的に'１$わっているIllIi像

診断医に執筆をお願いするのが‐･般的でしたし

かしIji述のlll1llIで、岐析の情報を常に把.|脇してい

る小児lll1i像診llji:医は決して多くありません．その

ため，典の葱lLltでの「鍍新｣の情報を↑(lLるために，

今IIllはlilii像,診１Ｍ:,機器を扱うメーカーに執埖をお願

いしました．

枡メーカーともいろいろな特色をｲiしています

が，今|,,|は,診Ⅲ『モダリティーごと，それぞれ↑(｝怠

分Ｗと思われるメーカーに執へｉｆをお願いしまし

た．ただし'訓rirメーカーの選定は，丹ﾄﾞ'２の;ｌｎＷｌを

尋ねた上で，｜lid分と公平性を豚砥して編集黍jj会

で決めましたので、執筆分野の技術が優れている

メーカーの'1鮴iではないことをごW１通|くさい

執へiYにあた1)，岐新技術の小児へのlijl111という

点にIil〔点を|i'1}いていただくよう，什執へif行にはお

願いしました．成人で応１１１されている技術を，今

後の小児lII1i臘診Iljr分1111;に応11Ｉする参濫にしていた

だければ鑓催です．
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